
１．修了考査の目的

　修了考査は、公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会実務修習業務規程第37条、第38条及び

及び第42条の規定に基づき、実務修習生が実務修習のすべての課程において、不動産鑑定士とし

て修得すべき技能及び高等の専門的応用能力を修得したかどうかを確認することを目的として実

施するものです。

　なお、合格者は、不動産の鑑定評価に関する法律第14条の23の規定に基づく実務修習のすべて

の課程の修了について、国土交通大臣の確認を得て公表するものであり、国土交通省に備える名

簿に登録を受けることにより不動産鑑定士となります。

※　「一号再考査」とは、実務修習業務規程第38条第2項第一号の規定に基づき、令和2年1月に

実施した修了考査（以下、「当初考査」という。）において不合格となった者のうち、修了

考査委員会が記述の考査及び口述の考査において一定の水準に達すると認めた者について、

実施した修了考査を指します。

２．修了考査（一号再考査）実施日

令和2年 6月24日（水）

　　

３．第13回修了考査（一号再考査）の合格者

（１）合格者受験番号　　別紙１のとおり

（２）合格者数等

①受験者 19名 ②合格者 9名 ③合格率 47.4%

※参考

【当初考査（新制度）における合格者等】

①受験者 135名 ②合格者 112名 ③合格率 83.0%

【第13回修了考査全体（当初考査（新制度）及び一号再考査）における合格者等】

①受験者 135名 ②合格者 121名 ③合格率 89.6%

（３）合格者の属性等

　 　　①　性　別 男性 8名

女性 1名

　　②　年　齢 平均 44.7才

最高齢 65才

最年少 27才

令和2年7月31日

第13回修了考査（一号再考査）合格者の発表について



　　③　年齢別合格者調

受験者数 合格者数 合格率

　　　　　３０歳未満 1名 1名 100.0%

　　　　　３０歳以上３５歳未満 1名 1名 100.0%

　　　　　３５歳以上４０歳未満 3名 1名 33.3%

　　　　　４０歳以上４５歳未満 3名 2名 66.7%

　　　　　４５歳以上５０歳未満 4名 1名 25.0%

　　　　　５０歳以上５５歳未満 0名 0名 ‐

　　　　　５５歳以上６０歳未満 4名 1名 25.0%

　　　　　６０歳以上 3名 2名 66.7%

　　　　合　　計 19名 9名 47.4%

　　　（女性数） （1名） （1名）

　　

４．修了考査（一号再考査）に係る公表事項について
　　

（１）第13回修了考査（一号再考査）問題 別紙２のとおり

（２）出題の趣旨 別紙３のとおり

（３）修了考査委員会が定めた合格点 60.0点

５．問い合わせ先

公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会　実務修習担当課　

　電話　０３－３４３４－２３０１（代表）


